
電力需要が大幅に増加する夏の時期、パソコンまわりの障害対応のご相談をいただくことが少なくありません。 
障害解消のために費用と時間を費やしても、元に戻る、あるいは修理やデータ救出に費用が 
出てしまうだけになってしまいます。 
気温上昇による熱暴走やゲリラ豪雨による瞬間停電など、この時期特有のトラブルに対して、 
その対策をしっかりとっていただくことをお奨めいたします。 

UPS(無停電電源装置)は停電や落雷などの電気的事故が発生し、建物の電源がストップしてしまったときでも 
一定の時間接続機器に電力を供給し、かつ機器のシャットダウンを実行してくれます。 

バックアップが取られておらず、パソコンの中だけにデータがある状態はデータの保全という観点からお奨めで

きません。あるいは USB メモリや外付けＨDD だけにデータがある状態、クラウドにだけデータがある状態な

ど、１箇所だけにデータを保存することもリスクが高いです。パソコンから一定間隔で自動的にバックアップを 

取ってくれる仕組みづくりをお奨めします。 

・決めた時間に自動バックアップで手間がかかりません 

・障害発生時、データ消失は最小限です 

・バックアップ忘れは起きません 

そのほか、お困りごと、必要な情報はございませんか？修理やデータ救出も承っております。 

現地調査にお伺いします。お気軽にお声がけくださいませ。 

・ポイント 1 接続するパソコン等の危機に対して対応できる UPS を選定することが重要です 

・ポイント 2 コンセントだけでなく、USB 接続によりデータを守る流れを作るのをお忘れの事例が多いです 



 


